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Ⅱ 自販機の構造
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（缶自販機）

Ⅱ 自販機の構造



Ｖ Ａ Ｎ Ｃ ６ ３ ３ ０－ Ａ Ｔ Ｒ

セレクション

数字２桁

庫室

２・・・２庫室

３・・・３庫室で中庫室がＰＥＴｺﾗﾑ１本庫室

４・・・４庫室

コラム連数

数字・・・2～6連の薄型コラム

扉種類

B扉・・・ワイドサンプル

D扉・・・操作部右集中ワイドタイプ

E扉・・・ワイドビュー

開発年度

Ｍ・・・０２年度開発

Ｎ・・・０３年度開発

Ｐ・・・０４年度開発（Ｏは使用しない）

缶ベンダーのHOT
and　COLD機

１・・・１庫室

Ｃ

F扉・・・SF統一

G扉・・・下部鉄板

H扉・・・ファインビュー

J扉・・・操作部右集中

T扉・・・ハッチ

C扉・・・B扉にピラー付き

S扉・・・中取り

L扉・・・CC向け特殊

M扉・・・ワイドパネル

英語・・・一般(厚型)コラム
　　　　　W:2連　T：3連　Q：4連　F：5連　S：６連

T・・・３庫室で左庫室にPETコラム２本

M・・・３庫室で右庫室にＰＥＴｺﾗﾑ１本

F・・・フリーウオール

W・・・２庫室のパターン違い

ブランド記号

Aの一般のみ

その他

B・・・ブロックコラム搭載

F・・・PF（W236＋500コラム）

W・・・ダブルペット（W236）

W1・・・ダブルペット（W223）

C・・・チェーンコラム搭載

T・・・トリプルペット（W236）

R・・・Tで内２本がW218（Tの後につける）

M・・・メッセージボード

W2・・・ダブルペット（W218）

Z・・・三相

缶専用機、１列ペット機は記号無し
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２．製品の形式名の読み方
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制　御　全　般

　メインコントローラ
　　・各スレーブの制御を集中管理する。
　　・メモリカードから内蔵フラッシュメモリーへプログラムのダウンロードを行う。
　　・４８００シリアル通信により金銭ユニット、サブコントローラの制御を行う。
　　・ＩＲ変換回路の制御を行う。
　　・各種設定データの記憶を行う。
　　・各種売上データの演算処理、記憶を行う。
　　・時計機能を有する。
　　・各種入出力を有する。
　　　蛍光灯の点灯／消灯、全光／調光制御出力。
　　　電磁カウンター制御出力。
　　　扉スイッチ入力。
　　　…

　選択ボタン
　　・販可／売切ランプの表示。
　　・選択ボタンの入力。
　　・イルミネーションの表示。

　金額表示器
　　・各種ランプの表示。
　　・蛍光灯省エネ用センサーの入力。
　　・ＩＲ変換回路。

　リモコン
　　・冷却／加温切替えスイッチの入力。
　　・各種省エネキーの入力。
　　・モードキーの入力。
　　・自販機モニターランプの表示。

　サブコントローラ
　　・搬出ユニットの制御を行う。
　　・冷却／加温ユニットの制御を行う。
　　・ソレノイド制御出力。
　　・売り切れスイッチ入力。
　　・冷却／加温ユニット制御出力。
　　・温度センサー入力。
　　・ファンモータパルス入力。

コインメック

　インバータ
　　・蛍光灯出力。

　ＳＷ電源
　　・ＤＣ電源の供給（DC24V、8V）

　リセットスイッチ
　　・ＤＣ電源のＯＮ－ＯＦＦを行う。

　ＥＬＢボックス
　　・漏電遮断器。
　　・ノイズフィルター。
　　・ﾋｭｰｽﾞ。

ＡＣ１００Ｖ電源

ビルバリ

４８００シリアル通信 マトリクス回路

４．制御全般
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概念図

扉側

箱側

線種区分

マトリクス回路

4800シリアル

電装ﾎﾞｯｸｽ
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サブ
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ビルバリ

売り切れスイッチ

温度センサー

ファンモータ

ソレノイド

コンプレッサー

電磁弁

ヒータ

ファンモータ

リレー
基板

ＥＬＢボックス

ＡＣ１００Ｖ電源

ﾏﾄﾘｸｽ

4800ｼﾘｱﾙ

ＤＣ系

ＡＣ系

メモリカード
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（１）外観

（２）ベンドメカ動作図

①待機状態 ：次に販売される商品は、ロックレバーにより重量を支えられています。

②販売状態 ：選択ボタンを押すことによりソレノイドに通電され、リンク機構によりゲートレバーが
図２の矢印方向に動作することにより商品（ａ）が搬出され、次の商品（ｂ）はロック
レバーにより連続に販売されないように保持されています。

③復帰状態 ：ロックレバーにより支えられた商品（ｂ）は、ソレノイドの通電終了後にゲートレバー
が図３のように動作し、次の販売に備えて待機状態に戻ります。

Ｎシリーズサーペンタインコラム

ベンドメカ

ゲートレバー

ロックレバー
ソレノイド

売切れレバー

売切れＳＷ

①待機状態 ②販売状態 ③復帰状態

（ａ）

（ｂ）

（ｂ）（ａ）

（ｂ）
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5．搬出機構



注）出口の設定はＤ、Ｍ、Ｙコラムにて必要となります。（それ以外は無調整）

◆投入口の設定

◆出口の設定

Ｎシリーズサーペンタインコラム

Nｼﾘｰｽﾞｺﾗﾑの設定のしかた
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１０．Nｼﾘｰｽﾞｺﾗﾑ商品装てん時の注意
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１１．Nｼﾘｰｽﾞｺﾗﾑの着脱のしかた
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１２．Nｼﾘｰｽﾞｺﾗﾑ概略構造図（例：６連）

シュート板
（Ｒ形状部品全て）

ガイドストッパー

通
路
１

通
路
２

通
路
３

通
路
４

通
路
５

通
路
６

ガイドプレート

ベンドメカ

出口シュート板
（ベンドメカの対面）
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① 基本原理

冷凍サイクルは、基本的に次の現象を利用したものである。

・ 温度は高い物体から低い物体に流れる。
・ 低圧であれば、低い温度で蒸発。

（例：富士山の山頂では低い温度で水が沸騰・蒸発する。）
・ 蒸発する時、熱を奪う。

（例：注射をされる前、消毒用のアルコールが蒸発するとき冷たく感じられる）
・ 圧力が高いと高温でも凝縮。

（例：二酸化炭素に高圧をかける→ドライアイス）

６．冷却ユニット
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これを実際の冷凍機に当てはめると次のようになります。

熱交換器
（凝縮器）

圧縮機

→
→ 熱を放出
→

外気

・冷媒の温度を上げる。
・（外気温より高温にし、熱交換しやすくする。））
・冷媒の圧力を上げる。
（圧力を上げて、冷媒が液化（凝縮）しやすい状態にする。）

熱を放出し、
冷媒を液化する

熱交換器
（蒸発器）

膨張弁orキャピラ
リー

・冷媒の圧力を下げる
（圧力を下げて、冷媒が気化（蒸発）しやすい状態にする）

周囲の温度が低温でも低圧
力なので蒸発→蒸発する時周
囲の熱を奪う

→
→
→

熱を吸熱

庫内
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② 冷却装置の構成部品

(1)圧縮機

冷凍サイクルでは蒸発器で吸収した熱を捨てる必要があるが、蒸発

器周辺の（庫内）温度は外気（庫外）よりもかなり低い温度になっており、
低温部から奪った熱を高温の庫外へ直接捨てることができないことか
ら、庫外の温度よりも高い温度にして熱を捨てるために圧縮機は高温
高圧の蒸気に変換する役目をになっている。

自販機で使用される圧縮機は、電動機と圧縮装置を一体にし密閉させ
た全密閉型圧縮機であり、主に往復式（レシプロ式）と回転式（ロータリ
式）の２種類を使用している。

レシプロ圧縮機はシリンダー内のピストンの往復運動によって、冷媒
ガスを凝縮圧力まで圧縮する。

吸入始め 吸入中
吸入終了

圧縮始め

圧縮中

ロータリー圧縮機は、レシプロ圧縮機が回転運動を直線運動に変えて
ピストンで冷媒ガスを圧縮するのに対し、ロータリー圧縮機は、偏心した
回転子（ロータ）がシリンダ内面を一定偏心路で回転して吸引した冷媒ガ
スを圧縮する。

レシプロ圧縮機と比較して高速小型化が可能であるが、高い加工精度
が要求され、摩耗すると著しい能力低下があるなどの短所もある。
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ロータリー圧縮機

吐出終わり

吸入終わり

圧縮始め

吸入始め

吐出始め

吸入中

吐出中

吸入中

(2)凝縮器

圧縮機によって高温高圧のガスになった冷媒は凝縮器に送られる。

ここで圧力一定の下で放熱し、凝縮されて液化する。

自販機では凝縮器は空冷式が一般的であり、同パイプとアルミフィン等か
らできている。

冷媒から銅パイプに熱は伝わりやすいが、銅パイプから空気には伝わり
難い（熱伝導率が低い）。従って熱交換を有効に行うため凝縮器では銅パイ
プの外側に大きなアルミフィンを設けている。

銅パイプ（熱の移動量＝熱伝導率×表面積×温度差なので、熱伝導率が
悪い分を表面積でカバーしている。）

← ガ ス
入口

→ ガ ス
出口

フィン

銅パイプ
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(3)膨張機構（減圧器）

液化した冷媒は蒸発器で蒸発されるが、その手前で所定の蒸発温度に
なるように圧力を調整（下げる）必要がある。その働きをするのが膨張機
構（減圧器）である。

膨張機構にはキャピラリーチューブと膨張弁がある。

キャピラリチューブ（毛細管）は内径の細い銅管であり、構造が簡単か
つ安価で、品質も安定することができるため、一般的に冷凍負荷変動の
小さな小型冷却装置（家庭用冷蔵庫、飲料自販機等）に使用されている。

膨張弁の形式には様々なものがあり、定圧膨張弁、温度自動膨張弁
（含む電子膨張弁）等がある。

定圧弁は蒸発圧力（蒸発温度）を一定にするように働く弁である。

温度自動膨張弁は感温筒を蒸発器の出口にとりて出口温度を検出し、
その温度を蒸発器入口にフィードバックすることにより、常に蒸発器出口
温度と入口温度（蒸発温度）の差を一定に保つように冷媒流量を制御す
る弁である。（電子膨張弁は温度自動膨張弁にマイコン等による演算機
能を盛り込み、弁の開度をモーター駆動でリニアに調整する等の機能を
盛り込んだものである。）

キャピラリーの内径は１ｍｍ前後の非常に細い銅管、異物などがあると
管を塞ぎ冷媒の流れを止める恐れがある。冷媒中に塵埃があってはなら
ず、また冷媒は低温で蒸発するので、万一水分が含まれていると水分が
凍結し、パイプ内の冷媒の流れを止めてしまう恐れがあるり、キャピラリー
チューブへ冷媒を通す前に冷媒中の塵埃や水分を除去させるためにドラ
イヤが設けられている。

ドライヤ内部には塵埃除去用フィルターと水分吸着用の吸湿材が封入さ
れている

(4)ドライヤ
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(5)蒸発器

蒸発器は液体の冷媒（低温低圧）が蒸発して周囲の熱を奪う機器である。

構造は凝縮器と同様に、銅パイプの外側に大きなアルミフィンを設けた
構造が一般的である。

(6)アキュームレータ

蒸発器からの冷媒が液状で圧縮機に戻ると、液圧縮を起こしてシリンダを
破損する恐れがある。

アキュムレータは蒸発器と圧縮機の間に設置され、液とガスを分離して、
ガスのみを圧縮機に吸入させる役目がある。

(7)冷媒

冷凍機の内部を循環して低温熱源（庫内）より熱を吸収して高温熱源（庫外）
に運ぶ（放出する）媒体物を冷媒という。

・ 特定フロン（ＣＦＣ：クロロフルオロカーボン）

炭素、フッ素、塩素から合成された化合物であり、化学的に非常に安定して
いる。（オゾン層の破壊→環境への悪影響を及ぼすとして）モントリオール議
定書で規制となった特定フロンがＣＦＣである。（Ｒ－１１、Ｒ－１２、Ｒ－１３、Ｒ
－５０２など）

・ 代替フロン１（ＨＣＦＣ：ハイドロクロロフルオロカーボン）

ＨＣＦＣは炭素、フッ素、塩素、水素から合成された化合物である。塩素を含
んでいても水素があるためにオゾン層破壊の可能性が低い（Ｒ－２２、Ｒ－１２
３など）。

・ 代替フロン２（ＨＦＣ：ハイドロフルオロカーボン）

ＨＦＣは炭素、フッ素、水素から合成された化合物である。塩素を含んでいな
いためオゾン層を破壊しない。（Ｒ－１３４aなど）
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・ 自然系冷媒

代替フロンによりオゾン層への影響は回避されたが、地球環境に悪影
響を及ぼす要因として、近年注目されているのが地球温暖化である。ＨＦ
Ｃ系の冷媒はオゾン層破壊はしないものの、地球温暖化に対する影響は
皆無とは言えず、新たな冷媒をもとめる動きとなっている。

現在注目されているのは、プロパン、イソブタン、ＣＯ２、アンモニアなど
である。家電の冷蔵庫などはプロパンを冷媒とした製品の販売が始まっ
ている。

③ 冷却装置の設置・保守場の注意点

凝縮器が目詰まりを起こすと圧縮機の温度が上がり、潤滑を悪化させ、
冷凍機油の炭化、変質、冷媒の分解、電動機の巻線の絶縁破壊等につ
ながる。

冷凍サイクル内に空気が入ると、空気は不凝縮性ガスであるため凝縮圧
力が上がり、吐出ガス温度が上昇するとともに軸動力が増大し、冷凍能
力を減少させる。

冷媒を過充填すると、冷媒が熱交換器で充分に熱交換されずに液体のま
まで圧縮機に戻ってくる。従って、液体は圧縮できないため、圧縮機の弁
等の破損が発生したり、潤滑油が圧縮機から出て行き摺動部の摩耗の原
因となる。

自販機を設置する時に横に倒して運搬した時は、設置後時間を置いた後
電源を入れたほうが良い。圧縮機を横にすると、潤滑油が圧縮機から出
て行くため潤滑油が戻る前に運転すると焼き付き等を起こす可能性があ
る。

自販機で冷却装置が運転中に電源を切った時は、再度電源をいれるまで
５～６分経過させた方が良い。

運転直後は高低圧がバランスしておらず、圧縮機に大きな負荷となり、起
動しないことがある。
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Ⅲ 据付けのしかた
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Ⅲ 据付けのしかた
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Ⅳ 消費電力量
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Ⅳ 消費電力量
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Ⅴ 販売準備
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Ⅴ 販売準備
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＜例＞
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Ⅵ リモコン操作
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Ⅵ リモコン操作
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２．液晶カウンターの操作方法
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Ⅶ コントローラーの操作
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Ⅶ コントローラーの操作



Ⅷ コインメカニズム
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Ⅷ コインメカニズム
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Ⅸ ビルバリデータ
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Ⅸ ビルバリデータ
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Ⅹ 点検・お手入れ
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Ⅹ 点検・お手入れ
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